
Q１．営業許可を証する書類は、自社だけではなく出品協力各社も含めてでしょうか。 

A１．原則、添付していただきたいと考えています。営業許可等を受けないで、製造されて

いると少し問題となるので、必要と考えています。許認可が必要でないものは、添付不

要です。 

Q２．同意書は、何に対しての同意書になりますか。 

A２．同意書は、他社事業者からの同意です。福袋商品に製品を入れることに異存はないと

いうものです。参考とするテンプレートを作成しましたので、ご確認ください。 

Q３．参加事業者の選考及び選考基準は町長が定めるとありますが、選考基準は公開されま

せんか？ 

A３．要綱にも選考基準は載せてありますが、下記のとおりとなっています。ただ、選考基

準は、あくまでも基本選考の目安であり、企画内容で選考させていただきます。 

① 福袋の中身がすべて ニセコ町 産の 商品 （農産物も含む。 であること。ただし、原

材料がニセコ町と証明できるものがあれば、他の市町村で製造された商品であっても 

扱うことができる。 

② 本事業 で通信販売を行う商品は 、 補助事業者 以外の 事業者 （以下、「他事業者」

という。）の 商品が１社以上含まれ ていな ければならない 。 なお、他事業者も補助

事業者になる必 要はないが、 他 事業者の商品も 前号で規定された商品 で なけれ

ばならない。 

③ 福袋の商品 の販売価格 が概ね ５，０００ 円以上と なること 

④ 販売に際し、広く商品 をＰＲし、購買が促進できる工夫が施されていること 

⑤ 参加事業者以外の商品への配慮 （ＰＲの公平性 が見られること 

⑥ その他販売及びニセコ町のＰＲにつながる工夫が施されていること 

⑦ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 ３ 年法律第 ７７ 号）第 ２ 

条第 ２ 号から第 ５ 号に規定する暴力団の構成員 ではなく、かつ、 構成員と関わり

がないこと 

⑧ 破壊活動防止法（昭和 ２７ 年法律第 ２４０ 号）第 ４ 条に規定する暴力主義的破壊

活動を行なう団体等に所属している者 ではなく、かつ、そ の者と関わりがないこと 

Q４．3品の提出を予定していますが、場合によっては、欠品や不人気の為に内容変更をす

る場合が想定されます。その場合、4品目以降は今回の応募の際に提出した商品以外を追

加承認受けることは可能なのでしょうか。他の事業者さんと内容がかぶって、思ったより

売れないこともあるかと思います。 

A４．今回、3品としたのは、全体的な応募バランスをとるためです。 最終的に希望する取

扱業者の数によって個別に相談することとなります。限られた予算で行いますので、応募

状況によっても状況がかわります。その状況によって追加が可能な場合もありますが、基

本的に、１回の補助決定で終了となるため、４品以上を企画したいのであれば、事前にご

相談の上、順番を決めて提出してください。最終的に、提案事業者の状況により検討させ



ていただきます。 

Q５．この限定ギフトだけではなく他のセットも追加で注文された場合の送料はどのように

扱うとよろしいでしょうか。今ギフトが冷蔵で、もう一件冷蔵で一緒に送って、送料が変

わらなければサービスしたままにしてよろしいですか？ 

A５．構いません。送料が変わらないなら、利用者立場で対応していただくようお願いしま 

す。 

Q６．応募条件①の「ニセコ町産の商品」とありますが、これは、原材料がニセコ町産以外

でも「ニセコ町で製造」であれば大丈夫と理解してよろしいでしょうか。 

Ａ６．問題ありません。これは、ニセコ町の事業者を応援するプロジェクトですので、支援

を前提にしているため、製造がニセコ町であれば問題ありません。ただし、製造も、原料

もニセコ町以外で、販売だけニセコ町の事業者は不可となります。  

Q７．福袋には、３商品しか入れられないということですか。 

A７．いいえ、そういう意味ではありません。商品とは福袋として３種類という意味で、1

つの福袋に何社の商品でも、入れて作成することは可能です。 

Q８．事務費等は補助で申請することは可能ですか。 

A８．可能です。ただし、補助額が決まったら、その範囲での支払いとなりますので、過大

な事務費等を見積ると、事業自体の支払いができなくなり、自己負担が増える恐れもあり

ます。そのため、本来の事業の目的外となり、企画として採用しない場合も想定されます

ので、注意が必要です。また、チラシなどの作成費も見積もることもできますが、配布さ

れる場所や、使用目的等を明確にしていただきたいと思っておりますので、注意が必要で

す。 

Q９．ニセコ産品の考え方で、原料割合はどの程度まで許されますか。 

A９．基本的に割合の制約はありませんが、一般的にニセコ産ではないと思われそうな原料

割合だと、ニセコ産品と認めない場合がありますので、注意が必要です。ただし、原材料

のうち、明らかにニセコ産である、ニセコ産の物が使用されていることが明らかな場合は、

問題ないと思います。 

 

最後に、できるだけ、事前相談いただければ幸いです。 


